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【海夫】潮の香りをほのかに残すここ霞ヶ浦にもかつては多く
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霞ヶ浦北浦歴史的不漁の謎を解く
霞ヶ浦歴史散歩
イースター「コイ・フナたまご探し」他

【連載】

【新連載】
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浜田篤信。東北大学農学部修士課程修了(海洋
学専攻)。農学博士。東北大学助手を経て、茨城
県水産試験場内水面試験場に勤務。茨城県内
水面水産試験場長として活躍後、 (有)霞ヶ浦生
態系研究所を設立。霞ヶ浦アカデミー監事。

その２ 種類毎の漁獲量変動をみる

貝
類

１
９
０
０
年
以
降
、
最
初

に
漁
獲
量
が
増
え
た
の
は

タ
ン
カ
イ
（
カ
ラ
ス
ガ
イ
）

で
す
。
カ
ラ
ス
ガ
イ
は
淡
水

の
大
型
二
枚
貝
で
水
中
の

有
機
物
を
濾
過
摂
食
し
ま

す
。
大
根
と
一
緒
に
煮
物

に
し
て
食
卓
に
上
が
り
ま

し
た
。
ま
た
、
貝
殻
は
ワ
イ

シ
ャ
ツ
の
ボ
タ
ン
の
原
料
と

な
り
ま
し
た
。

シ
ジ
ミ
が
漁
獲
対
象
と
な

る
の
は
１
９
４
４
年
頃
か

ら
で
す
。
漁
獲
対
象
と
な
っ

て
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
は
塩
分

を
必
要
と
す
る
の
で
霞
ヶ

浦
北
浦
で
は
、
湖
尻
に
近

い
沿
岸
帯
が
漁
場
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。主
な
漁
場
は

外
浪
逆
付
近
お
よ
び
常
陸

利
根
川
で
し
た
。
常
陸
川

お
よ
び
利
根
川
の
シ
ジ
ミ

は
、
霞
ヶ
浦
北
浦
で
生
産

さ
れ
た
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
を
摂
食
し
て
成
長
す
る

の
で
こ
の
分
を
加
え
る
と

漁
獲
量
は
約
4
万
ト
ン
に

達
し
全
国
第
一
を
占
め
て

い
ま
し
た
。
現
在
、
シ
ジ
ミ

漁
獲
第
一
位
は
宍
道
湖
の

約
4
千
ト
ン
で
す
。
宍
道

湖
で
は
１
９
７
３
年
頃
に

は
約
2
万
ト
ン
の
漁
獲
が

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
約

2
倍
の
漁
獲
を
誇
っ
て
い

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
枚
貝
で
忘
れ
て
な
ら

な
い
の
は
イ
ケ
チ
ョ
ウ
ガ
イ

で
す
。
琵
琶
湖
か
ら
移
植

放
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
が

１
９
６
３
年
頃
か
ら
１
９
８

５
年
頃
ま
で
漁
獲
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
淡
水
真
珠
の

母
貝
と
し
て
地
元
や
琵
琶

湖
の
真
珠
業
者
に
出
荷
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
他
、

１
９
７
０
年
代
に
は
オ
オ
タ

ニ
シ
（
統
計
値
：
そ
の
他
貝

類
）
も
漁
獲
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
食
種

タ
ン
カ
イ
に
続
い
て
漁
獲

量
が
上
昇
し
た
の
は
動
物

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
食
の
イ
サ
ザ

ア
ミ
、
ワ
カ
サ
ギ
お
よ
び
シ

ラ
ウ
オ
で
す
。
サ
ヨ
リ
（
和

名
：
ク
ル
メ
サ
ヨ
リ
）
で
も
、

漁
獲
量
の
上
昇
が
み
ら
れ

ま
す
が
、
サ
ヨ
リ
で
は
１
９

７
０
年
頃
に
顕
著
な
上
昇

が
み
ら
れ
ま
す
。
ワ
カ
サ
ギ
、

シ
ラ
ウ
オ
お
よ
び
サ
ヨ
リ

は
、
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
食

で
す
が
同
じ
動
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
食
で
あ
っ
て
も
、
漁

獲
変
動
に
は
若
干
の
差
が

み
ら
れ
ま
す
。
ワ
カ
サ
ギ
と

シ
ラ
ウ
オ
で
は
１
９
４
０
年

頃
と
２
０
０
０
年
以
降
に

シ
ラ
ウ
オ
が
資
源
量
優
位

で
あ
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

霞
ヶ
浦
総
合
開
発
事
業
影

響
調
査
（
事
前
調
査
）
で

は
、
シ
ラ
ウ
オ
は
塩
分
の
影

響
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
の
霞
ヶ
浦
で
は
、

な
お
、
漁
獲
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
。
シ
ラ
ウ
オ
は
、
産

卵
期
が
ワ
カ
サ
ギ
よ
り
も
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ワ
カ
サ
ギ
は
、
日
本

全
国
で
賞
味
さ
れ
る

霞
ヶ
浦
北
浦
の
特
産

品
で
す
が
、
最
近
「
ワ

カ
サ
ギ
不
漁
」
が
新
聞

紙
上
で
と
り
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
不
漁
は

ワ
カ
サ
ギ
に
限
ら
れ
た

わ
け
で
は
な
く
、
佃
煮

の
原
料
で
あ
る
ハ
ゼ

類
や
テ
ナ
ガ
エ
ビ
で
も

同
様
で
イ
カ
ダ
ヤ
キ

に
加
工
さ
れ
て
い
た
タ

ナ
ゴ
類
や
小
鮒
は
「
不

漁
」
を
超
え
絶
滅
に

瀕
し
話
題
に
さ
え
な

ら
な
い
状
態
で
す
。

前
回
は
漁
獲
量
の
変

動
を
総
漁
獲
量
で
み

ま
し
た
が
、
漁
獲
量
は

種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
霞
ヶ
浦
北
浦
で
は

百
種
類
以
上
の
種
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
漁
獲
対
象
と
な
っ

て
公
的
統
計
値
と
し

て
記
載
さ
れ
て
い
る
の

は
二
十
八
種
で
す
。
そ

の
内
の
二
十
四
種
を

図
に
し
て
み
ま
し
た
。

図
は
、
左
上
の
濾
過

摂
食
者
の
タ
ン
カ
イ
か

ら
右
肉
食
魚
の
オ
オ

ク
チ
バ
ス
（
ブ
ラ
ッ
ク

バ
ス
）
ま
で
を
食
物
連

鎖
順
に
並
べ
て
図
示

し
て
あ
り
ま
す
。



若
干
遅
れ
る
と
い
う
違
い
も
あ
り
ま
す
。
産
卵

床
は
、
ワ
カ
サ
ギ
お
よ
び
シ
ラ
ウ
オ
で
は
砂
質
～

砂
泥
質
の
湖
底
で
す
が
、
サ
ヨ
リ
で
は
沈
水
植

物
で
、
こ
う
し
た
生
態
の
違
い
も
資
源
量
に
影

響
を
与
え
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

イ
サ
ザ
ア
ミ
も
ワ
カ
サ
ギ
・
シ
ラ
ウ
オ
に
近
い

漁
獲
量
変
動
を
示
し
て
い
ま
す
。
本
種
は
動
物

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
食
べ
ま
す
が
、
ワ
カ
サ
ギ
、
シ
ラ

ウ
オ
の
漁
獲
量
が
減
少
し
た
時
代
（
１
９
６
３

～
１
９
７
５
）
に
も
比
較
的
高
水
準
を
保
っ
て
い

る
の
で
、
食
性
の
幅
が
ワ
カ
サ
ギ
・
シ
ラ
ウ
オ
よ

り
も
広
く
、
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
以
外
の
餌
も

利
用
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

雑
食
性
魚
類

動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
だ
け
を
利
用
し
て
い
る
の

は
ワ
カ
サ
ギ
、
シ
ラ
ウ
オ
、
ク
ル
メ
サ
ヨ
リ
で
、
イ

サ
ザ
ア
ミ
は
雑
食
性
種
に
こ
こ
で
は
含
め
ま
す
。

動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
食
の
ワ
カ
サ
ギ
・
シ
ラ
ウ
オ

が
減
少
し
始
め
る
と
、
そ
れ
ら
に
替
わ
っ
て
フ
ナ

類
、
コ
イ
、
ド
ジ
ョ
ウ
、
タ
ナ
ゴ
類
、
ハ
ゼ
類
、
エ
ビ

類
の
漁
獲
量
が
増
え
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
魚

類
は
い
ず
れ
も
雑
食
性
で
特
に
フ
ナ
類
（
キ
ン

ブ
ナ
、
ギ
ン
ブ
ナ
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
）
、
コ
イ
、
ハ

ゼ
類
（
ヌ
マ
チ
チ
ブ
、ア
シ
シ
ロ
ハ
ゼ
、ウ
キ
ゴ
リ
、

マ
ハ
ゼ
、
ジ
ュ
ズ
カ
ケ
ハ
ゼ
）
、
エ
ビ
類
（
主
と
し
て

テ
ナ
ガ
エ
ビ
）
の
漁
獲
量
が
１
９
５
０
～
１
９
９

０
年
の
間
に
顕
著
な
ピ
ー
ク
を
示
す
と
い
う
共

通
点
が
見
ら
れ
ま
す
。
同
じ
雑
食
魚
で
も
ボ
ラ

や
ウ
グ
イ
（
マ
ル
タ
を
含
む
）
、
ヒ
ガ
イ
で
は
若

干
異
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
シ
ジ
ミ
と
レ
ン
ギ
ョ
（
ハ
ク
レ
ン
）
で
も
同

じ
時
期
に
大
き
な
漁
獲
の
ピ
ー
ク
が
出
現
し
て

い
る
点
に
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

肉
食
魚
（
捕
食
者
）

肉
食
魚
の
ウ
ナ
ギ
は
上
記
の
雑
食
後
よ
り
も

若
干
早
く
上
昇
し
始
め
、
１
９
８
０
年
以
降
急

激
に
減
少
し
ま
し
た
。
ウ
ナ
ギ
の
漁
獲
量
変
動

に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
に
も
本
誌
上
で
取
り
上

げ
て
き
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
ら
を
参
照
願
い
ま

す
。スズ

キ
も
、
在
来
の
肉
食
魚
で
１
９
５
５
～
１

９
７
５
年
の
間
に
は
百
㌧
を
超
え
る
程
の
漁
獲

が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
全
生
活
の
ご
く

一
部
分
を
霞
ヶ
浦
北
浦
に
依
存
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
図
は
省
略
し
ま
し
た
。
現
在
で
も
湖

岸
か
ら
の
投
網
に
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
他
の
肉
食
魚
と
し
て
は
、ラ
イ
ギ
ョ
（
カ
ム

ル
チ
ー
）
、
オ
オ
ク
チ
バ
ス
、
ア
メ
リ
カ
ナ
マ
ズ

（
チ
ャ
ネ
ル
キ
ャ
ッ
ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ
）
が
、
漁
獲
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
外
来
種
で
、

霞
ヶ
浦
北
浦
に
侵
入
し
た
あ
と
漁
獲
対
象
と
な

り
ま
す
が
、
そ
の
後
は
漁
獲
量
が
低
減
し
て
い

ま
す
。

漁
獲
量
変
動
を
考
察
す
る
の
に
注
意
し
た
い

の
は
「
そ
の
他
の
魚
類
」
で
す
。
「
そ
の
他
の
魚

類
」
は
１
９
２
５
、
１
９
５
０
お
よ
び
２
０
１
０
年

頃
の
3
回
ピ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。
２
０
０
０
年

以
降
の
ピ
ー
ク
は
、ア
メ
リ
カ
ナ
マ
ズ
と
ハ
ク
レ
ン

が
外
来
魚
駆
除
事
業
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
以
前
の
魚
種
に
つ
い
て
は
、
よ
く
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、ア
ユ
、モ
ツ
ゴ
、モ
ロ
コ
類
、オ
イ
カ

ワ
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

ま
と
め

霞
ヶ
浦
北
浦
の
漁
獲
量
は
濾
過
摂
食
者
（
タ

ン
カ
イ
、
シ
ジ
ミ
類
、ハ
ク
レ
ン
）
、
動
物
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
食
（
ワ
カ
サ
ギ
、
シ
ラ
ウ
オ
、
ク
ル
メ
サ
ヨ

リ
）
、
雑
食
魚
お
よ
び
に
肉
食
魚
に
大
別
で
き

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
漁
獲
量
は
、
例

外
も
あ
り
ま
す
が
、
比
較
的
近
似
し
た
変
動
を

示
し
て
い
ま
す
。

次
号
よ
り
こ
う
し
た
点
に
注
目
し
つ
つ
変
動

の
原
因
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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い
き
も
の

謎
謎

答 え は 7 ペ ー ジ

あ

る

魚

に

「
酢

（
す

）
」
を

つ
け

た

ら

、
き

れ

い
な

声

で

さ
え
ず
り
を
始
め
た
よ
。

こ
の
魚
の
種
類
は
な
～
ん
だ
？

茨城県内でＰＦＡＳ基準値超え相次ぐ

茨
城
県
で
は
、鉾
田

市
や
筑
西
市
、
つ
く

ば
市
な
ど
で
、
井
戸

水
や
水
道
か
ら
、
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有
機
フ
ッ

素
化
合
物
の
総
称
）

が
国
の
暫
定
目
標

値
を
超
え
る
濃
度

で
検
出
さ
れ
て
い
ま

す
。

特
に
鉾
田
市
で
は
、

井
戸
水
か
ら
24
倍

も
の
値
が
検
出
。
18

の
井
戸
水
で
国
の

暫
定
目
標
値
を
超

え
ま
し
た
。
現
在
、

住
民
へ
の
飲
み
水
利

用
の
指
導
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

つ
く
ば
市
と
筑
西

市
の
社
宅
な
ど
施

設
ご
と
に
設
置
し
た

「
専
用
水
道
」
で
も

国
の
暫
定
目
標
値

を
超
え
る
検
出
が

あ
り
ま
し
た
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
泡
消
火

剤
や
金
属
メ
ッ
キ
処

理
剤
な
ど
幅
広
い

用
途
で
使
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
分
解

さ
れ
に
く
く
、
人
や

動
物
へ
の
毒
性
や
蓄

積
性
が
明
ら
か
に
な

り
、
環
境
中
で
の
検

出
が
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。



今回のテーマ： 人々が行き交う信仰の山 筑波山

筑
波
山
は
、
古
く
か
ら
山
自
体
が
信
仰
の

対
象
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
お
り
、
多
く
の
人

が
行
き
交
う
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

筑
波
山
の
祭
神
は
、
８
世
紀
に
編
纂
さ
れ

た
「
日
本
書
紀
」
や
「
古
事
記
」
に
登
場
す

る
国
生
み
の
神
、イ
ザ
ナ
ギ
と
イ
ザ
ナ
ミ
で
、

縁
結
び
や
夫
婦
和
合
の
神
と
し
て
信
仰
を

集
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
徳

川
家
康
が
、
江
戸
の
北
東
（
鬼
門
）
に
位
置

す
る
筑
波
山
を
、
江
戸
城
守
護
の
霊
山
と

し
て
い
ま
す
。

「
西
の
富
士
、
東
の
筑
波
」
と
称
さ
れ
る
筑

波
山
は
、
特
に
江
戸
時
代
、
物
見
遊
山
の
地

と
し
て
有
名
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
「
常
陸
風

土
記
」
（
８
世
紀
）
に
は
、
神
祖(

み
お
や)

の

尊(

み
こ
と)

が
神
々
の
元
を
訪
ね
歩
く
途

中
の
こ
と
、
立
ち
寄
っ
た
富
士
山
は
新
嘗
祭

の
物
忌
み(※

)

を
理
由
に
宿
泊
を
断
っ
た
の

に
対
し
、
筑
波
山
は
食
事
な
ど
を
用
意
し
て

も
て
な
し
た
た
め
、
人
の
往
来
が
絶
え
な
く

な
っ
た
と
の
伝
説
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

夏
の
霞
ヶ
浦
湖
畔
で
は
、
筑
波
山
の
２
つ
の

頂
の
間
に
夕
日
が
沈
む
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
筑

波
」
が
見
ら
れ
ま
す
。お
す
す
め
は
、筑
波
山

を
正
面
に
見
据
え
る
小
美
玉
市
玉
里
の
西

側
湖
畔
。時
期
は
５
月
中
旬
と
７
月
下
旬
で

す
。
天
候
や
観
測
位
置
な
ど
、
見
る
に
は
運

や
情
報
集
め
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
も
、
自
然
が
織
り
な
す
神
々
し
い
幻
想

的
な
光
景
は
一
見
の
価
値
あ
り
。
ぜ
ひ
ご
覧

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

物
忌
み

あ
る
一
定
の
期
間
、
飲
食
や
行

動
を
慎
み
、
心
身
を
浄
め
て
穢
れ
を
さ
け
る

こ
と

霞
ヶ
浦

歴
史
散
歩

と
う
と
う
と
水
を
た
た
え
、
た
た
ず
む
霞
ヶ
浦
。国
内
で
は
琵
琶
湖
に

次
ぐ
大
き
さ
の
湖
で
、
霞
ヶ
浦
（
西
浦
）
、
北
浦
、
常
陸
利
根
川
、
横
利

根
川
、
鰐
川
と
い
っ
た
５
河
川
の
総
称
で
す
。
こ
う
し
た
霞
ヶ
浦
や
周
辺

地
域
の
歴
史
と
と
も
に
、
魅
力
的
な
自
然
現
象
や
事
柄
、
ス
ポ
ッ
ト
な

ど
も
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
初
回
は
霞
ヶ
浦
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
、
筑
波
山
。

ダイヤモンド筑波 ２０１９年５月１７日 筆者撮影

Writer Ｓ・Ｈ
プロフィール：鹿行地区在住。地
域のイベントなどを取材し、紹介
しています。

か
す
み
が
う
ら

れ
き
し
さ
ん
ぽ

霞ヶ浦版イースター「コイ・フナたまご探し」

―

ス
タ
ー
に
は
あ
ら
か
じ

め
隠
し
て
お
い
た
卵
（
主
に

イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
）
を
、
子
ど
も
た

ち
が
探
す
遊
び
「
エ
ッ
グ
ハ
ン
ト
」
が

催
さ
れ
る
。
今
回
は
そ
ん
な
キ
リ
ス

ト
教
の
行
事
で
は
な
く
、
霞
ヶ
浦
版

の
エ
ッ
グ
ハ
ン
ト
。コ
イ
や
フ
ナ
が
ど
の

く
ら
い
産
卵
し
て
い
る
か
卵
を
探
し

た
。前

日
の
気
温
が
27
度
の
夏
日
で

あ
っ
た
た
め
、
た
く
さ
ん
の
た
ま
ご
が

観
察
で
き
た
。
ま
た
、
多
少
で
あ
っ
た

が
産
卵
行
動
「
の
っ
こ
み
」
も
見
ら
れ

た
。た

も
網
、
定
置
網
で
は
、ア
シ
シ
ロ
ハ

ゼ
、
ヌ
マ
チ
チ
ブ
、
テ
ナ
ガ
エ
ビ
、
ボ
ラ
、

モ
ツ
ゴ
を
観
察
で
き
た
。

さ
ら
に
、
タ
ウ
ナ
ギ
釣
り
を
し
て
い

る
方
も
い
て
、
大
き
な
タ
ウ
ナ
ギ
を

見
せ
て
貰
え
た
。

イ

4
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第5回霞ヶ浦葦舟世界大会、9艇が競う

多
9
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
春
の
風

物
詩
「
霞
ヶ
浦
葦
舟
世
界
大
会
」
。

こ
の
大
会
は
、
自
ら
ア
シ
を
刈
り
、
そ
の

ア
シ
で
自
ら
葦
舟
を
作
り
、
そ
の
葦
舟
を

自
ら
漕
い
で
、
そ
の
性
能
を
競
う
大
会
。

大
会
実
施
に
よ
り
、
ア
シ
原
を
整
備
し
な

が
ら
、
湖
と
つ
な
が
る
人
を
増
や
す
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
る
。

大
会
初
日
に
は
そ
れ
ぞ
れ
葦
を
刈
り
、

舟
を
つ
く
っ
た
。
大
会
2
日
目
、
青
木
智

也
氏
の
司
会
・
実
況
は
昨
年
か
ら
2
回

目
。
「
イ
バ
ラ
ッ
パ
ー
」
と
会
場
か
ら
の
掛

け
声
に
「
ど
ー
も
」
と
茨
城
弁
で
返
答
す

る
な
ど
盛
り
上
が
っ
た
。

風
も
緩
や
か
で
レ
ー
ス
に
は
最
高
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
。
先
頭
争
い
は
競
り
合
い
最
後

ま
で
分
か
ら
な
い
展
開
と
な
っ
た
。
タ
イ
ム

レ
ー
ス
部
門
は
「
上
野lo

v
e
rs

」
が
制
し

た
。
技
能
部
門
は
「Lu

tri 
L

u
tra

」
に
贈

ら
れ
た
。

最

逆水門の魚道を見学、ウナギについて学ぶ

水
門
（
常
陸
川
水
門
）
は
霞
ヶ

         

浦
と
海
の
間
に
設
置
さ
れ
、

利
水
、
治
水
な
ど
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
一
方
、
海
と
の
つ
な
が
り
が

断
た
れ
る
こ
と
で
、
多
く
の
生
き
物

の
移
動
を
阻
ん
で
い
る
。

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
は
河
川
で
育
ち
、
マ

リ
ア
ナ
海
嶺
で
産
卵
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
が
、
ウ
ナ
ギ
の
稚
魚
「
シ

ラ
ス
ウ
ナ
ギ
」
が
こ
の
水
門
を
突
破

し
霞
ヶ
浦
に
入
る
こ
と
は
簡
単
で
な

い
。今

回
、
小
学
生
5
名
、
中
学
生
2

名
が
参
加
し
、
常
陸
川
水
門
（
逆
水

門
）
お
よ
び
そ
の
魚
道
を
見
学
。ウ
ナ

ギ
財
団
若
狭
先
生
、
国
立
環
境
研
究

所
森
先
生
の
講
義
を
聞
き
な
が
ら
、

ど
う
し
た
ら
ウ
ナ
ギ
が
増
え
る
か
考

え
ま
し
た
。

逆

3/１、2

11/24
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▼
玉
川
応
援
歌
と
玉
川
小
学
校
校
歌

昨
年
11
月
7
日
に
今
は
廃
校
に
な
っ
た

行
方
市
井
上
の
玉
川
小
学
校
の
同
窓
会

が
霞
ヶ
浦
湖
畔
の
料
亭
「
湖
畔
荘
」
で
開
か

れ
私
を
含
め
て
7
人
が
集
ま
り
旧
交
を
温

め
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
学
年
は
男
性
22
人
、
女
性
22

人
で
霞
ヶ
浦
を
眺
め
な
が
ら
小
学
生
時
代

を
過
ご
し
ま
し
た
。
当
時
玉
川
小
学
校
に

は
校
歌
が
な
く
、
行
事
や
競
技
の
時
は
応

援
歌
が
歌
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
と
歌
詞
を
覚
え
て
い
た
の
で
、
行

方
市
浜
に
在
住
の
オ
カ
リ
ナ
奏
者
、
野
口

喜
広
・
矢
野
恵
子
夫
妻
に
楽
譜
に
起
こ
し

て
も
ら
い
、
今
回
の
同
窓
会
で
皆
ん
な
で

合
唱
し
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

因
み
に
校
歌
は
の
ち
に
私
の
父
、
西
谷
大

四
郎
ら
発
起
人
の
お
か
げ
で
作
ら
れ
、
歌

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、廃
校
後
は
校
歌
の
石

碑
は
西
蓮
寺
の
境
内
に
移
築
さ
れ
、
二
宮

金
次
郎(

尊
徳)

の
像
と
並
ん
で
立
っ
て
い

ま
す
。
西
蓮
寺
を
訪
れ
た
際
は
、
ぜ
ひ
目
を

止
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

▼
二
宮
金
次
郎(

尊
徳)

博
物
館
ー
報
徳

博
物
館
見
学

と
こ
ろ
で
玉
川
小
学
校
か
ら
校
歌
の
石

碑
の
側
に
移
築
さ
れ
た
二
宮
金
次
郎(

尊

徳)
の
石
像
。
薪
を
背
負
っ
た
少
年
が
歩
き

な
が
ら
書
物
を
読
む
姿
。
今
な
ら
危
険
な

歩
き
ス
マ
ホ
と
同
じ
で
勧
め
ら
れ
な
い
が
、

か
つ
て
そ
ん
な
二
宮
金
次
郎(

尊
徳)(

１
７

８
７
～
１
８
５
６)
の
石
像
や
銅
像
を
見
た

こ
と
が
あ
る
人
は
我
々
の
年
代
に
は
多
い

だ
ろ
う
。
朝
礼
の
時
な
ど
校
長
先
生
が
台

上
で
お
話
し
さ
れ
た
側
に
立
っ
て
い
て
当

時
小
学
校
時
代
を
過
ご
し
た
も
の
に
は
馴

染
み
が
あ
り
ま
す
が
、
二
宮
金
次
郎(
尊

徳)

と
は
大
人
に
な
っ
て
何
を
し
た
人
な
の

か
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

先
日
妻
の
読
書
会
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒

に
内
村
鑑
三
著
「
代
表
的
な
日
本
人
」
の

一
人
で
あ
る
二
宮
金
次
郎(

尊
徳)

の
ゆ

か
り
の
地
、
小
田
原
の
報
徳
博
物
館
を
見

学
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
二
宮
金
次

郎(

尊
徳)

は
江
戸
時
代
後
期
の
農
政
家
・

思
想
家
で
報
徳
仕
法
と
呼
ば
れ
た
独
自

の
方
法
で
小
田
原
藩
、
日
光
神
領
や
茨
城

県(

筑
西
市
注
１
、
桜
川
市)

な
ど
を
含
む

六
百
も
の
の
所
領
の
復
興
に
尽
く
し
ま
し

た
。
ひ
る
が
え
っ
て
現
在
も
米
不
足
の
状

況
、
食
糧
自
給
率
の
低
さ
は
国
家
安
全
保

障
の
危
機
に
立
た
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て

良
い
で
し
ょ
う
。
農
業
を
活
性
化
す
る
政

策
を
早
急
に
押
し
進
め
て
も
ら
い
た
い
と

願
い
ま
す
。

雲
ら
ね
ば

誰(

た)

が
見
て
も
よ
し

富
士
の
山

う
ま
れ
姿
で

い
く
世
経(

ふ)

る
と
も

―

二
宮
金
次
郎(
尊
徳)(

１
８
３
３
年
頃
？)

玉
川
小
学
校
校
歌
記
念
石
碑

報
徳
博
物
館

（
注
１
）
下
館
市
、
関
城
町
、
明
野
町
、

協
和
町
が
合
併

玉
川
応
援
歌

勝
つ
は
体
力

気
力
の
し
る
し

玉
川
健
児
の

気
合
を
み
よ
や

雄
々
し
き
リ
ズ
ム
の

理
想
の
声
に

立
っ
て
振
え
よ

健
男
児

玉
川
小
学
校
校
歌

作
詞

中
郡
節
二

作
曲

中
郡
利

彦一

み
ど
り
の
風
に
微
笑
ん
で

楠
の
若
葉
が
雲
を
呼
ぶ

こ
こ
ろ
明
る
い
学
び
の
庭
よ

み
ん
な
仲
よ
く
手
を
組
ん
で

日
ご
と
伸
び
ゆ
け
ほ
が
ら
か
に

二

真
理
の
真
玉
た
ず
ね
ゆ
く

歴
史
ゆ
か
し
い
玉
川
の

の
ぞ
み
ゆ
た
か
に
い
そ
し
む
窓

よ

仰
ぎ
尊
い
み
教
え
に

 

未
来
花
咲
け
か
ぐ
わ
し
く

三

霞
ヶ
浦
の
地
平
線

筑
波

は
る
か
に
か
が
や
い
て

ゆ
め
は
羽
撃
た
く
母
校
の
丘
よ

描
く
わ
れ
ら
航
空
路

     

光
み
な
ぎ
れ
と
こ
し
え
に

2

今回の練習会は、お花見を兼ねて、昨年と同じく潮来へ。
新人さんも参加です。桜や鯉のぼりをめでてから、常陸利
根川を横断して加藤洲の閘門へ。

行方カヌークラブHP

Writer 西谷篤彦
元大学病院薬剤部・(独)医薬品医療機
器総合機構勤務薬剤師。霞ヶ浦アカデ
ミーの会員で、故郷の環境保全、地方活
性化を願いつつ横浜と霞ヶ浦の家との二
地域居住生活を続けている。
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ち ょ っ と

気ににゃるニュース

映
画
や
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
情

報
誌
を
発
行
す
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ジ
ャ
パ
ン
編
集
部(

東
京)

が

主
催
す
る
「
第
15
回

ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
大
賞
」
の
撮
影

サ
ポ
ー
ト
部
門
に
、
茨
城
県
行

方
市
内
で
撮
影
さ
れ
た
映
画

「
あ
の
花
が
咲
く
丘
で
、
君
と

ま
た
出
会
え
た
ら
。
」
が
選
ば

れ
た
。

行
方
市
は
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
ロ
ケ
地

誘
致
に
積
極
的
。
多
く
の
作
品

の
誘
致
に
成
功
し
て
い
る
。

ロ
ケ
地
の
活
用
を
契
機
に
、

霞
ヶ
浦
、
北
浦
の
自
然
資
源
が

活
用
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
自
然

環
境
の
大
切
さ
に
目
が
向
け

ら
れ
て
い
く
こ
と
を
願
う
。

(

令
和
７
年
２
月
、
出
典
：
行
方
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ)

か
ね
て
か
ら
検
討
さ
れ
て
い

た
本
州
で
の
ト
キ
の
放
鳥
の
計

画
が
正
式
に
決
ま
っ
た
。２
０
２

６
年
を
め
ど
に
能
登
地
域
で

実
施
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。

能
登
は
本
州
最
後
の
ト
キ
が

生
き
残
っ
た
場
所
。
「
能
里
（
の

り
）
」
と
呼
ば
れ
た
ト
キ
が
捕

獲
さ
れ
、
繁
殖
の
た
め
に
佐
渡

に
送
ら
れ
ま
し
た
が
、
翌
年
に

死
亡
し
、
そ
の
後
、
佐
渡
の
ト

キ
も
す
べ
て
死
ん
で
、
日
本
産

の
ト
キ
が
絶
滅
し
た
。
こ
の
哀

し
い
歴
史
を
越
え
て
、
ト
キ
が

つ
い
に
能
登
に
帰
還
し
ま
す
。

震
災
か
ら
の
復
興
を
願
う
能

登
地
域
の
皆
さ
ん
の
心
を
支

え
る
存
在
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

な
お
環
境
省
は
「
ト
キ
と
共

生
す
る
里
地
づ
く
り
取
組
地

域
」
を
選
定
し
て
い
る
。
「
ト
キ

と
の
共
生
を
目
指
す
里
地
（
Ｂ

地
域
）
」
に
は
古
河
市
な
ど
県

内
5
自
治
体
を
含
む
自
治
体

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
選
定
さ
れ
て
い

る
。

（
令
和
７
年
２
月
、
出
典
：
環
境
省
プ

レ
ス
リ
リ
ー
ス
）

昨
年
6
月
に
巣
立
っ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ヒ

ナ
の
愛
称
が
決
定
し
た
。い
ず
れ
も
メ
ス
で

「
湖
夢
」
「
あ
ー
ち
ゃ
ん
」
「
百
華
」
。
愛
称

は
公
募
し
、
全
国
よ
り
１
７
０
名(

４
２
８

件)

の
応
募
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

応
募
の
あ
っ
た
愛
称
に
つ
い
て
は
、
茨
城

大
学
学
生
に
よ
る
１
次
選
考
で
６
件
ま
で

絞
り
、
そ
の
後
、
行
方
市
内
小
学
校
６
年

生
に
よ
る
投
票
を
実
施
。
上
位
３
位
の
愛

称
を
命
名
し
た
。

な
お
令
和
7
年
度
も
市
内
で
産
卵
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。

（
令
和
７
年
１
月
、出
典
：行
方
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

ニ
ホ
ン
ア
マ
ガ
エ
ル
、実
は
２
種

愛
知
教
育
大
学
ら
の
共
同

チ
ー
ム
は
、
日
本
列
島
お
よ
び

朝
鮮
半
島
産
の
ニ
ホ
ン
ア
マ
ガ

エ
ル
標
本
の
分
子
遺
伝
学
的
、

形
態
学
的
解
析
を
も
と
に
、
近

畿
地
方
を
境
界
と
し
て
東
側

と
西
側
で
種
レ
ベ
ル
の
分
化
が

見
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。イ

ギ
リ
ス
の
大
英
博
物
館
が

収
蔵
す
る
ニ
ホ
ン
ア
マ
ガ
エ
ル

の
基
準
標
本
を
観
察
し
た
と

こ
ろ
、
体
の
模
様
な
ど
か
ら
西

日
本
産
が
ニ
ホ
ン
ア
マ
ガ
エ
ル

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
東
日
本
産

の
種
を
新
種
「
ヒ
ガ
シ
ニ
ホ
ン

ア
マ
ガ
エ
ル
」
と
し
て
記
載
す

る
こ
と
と
し
た
。

身
近
な
生
き
物
が
実
は
別
種

と
い
う
話
題
は
実
は
少
な
く
な

い
。
２
０
２
２
年
に
は
、
茨
城
県

や
福
島
県
な
ど
に
生
息
す
る

ト
ウ
キ
ョ
ウ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の

集
団
は
「
イ
ワ
キ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
」
と
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
、
２

０
１
９
年
に
は
コ
イ
科
の
魚

「
カ
マ
ツ
カ
」
が
遺
伝
子
が
大

き
く
異
な
る
3
系
統
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

（
令
和
７
年
２
月
、
出
典
：
愛
知
教
育

大
学
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
）

本
州
初
の
ト
キ
放
鳥
、能
登
で
実
施
へ

ロ
ケ
ジ
ャ
パ
ン
大
賞

映
画
「
あ
の
花-

」
部
門
賞

行
方
で
撮
影

行
方
生
ま
れ

コ
ウ
ノ
ト
リ
愛
称
決
定

7 なぞなぞの答え：ウグイ（「す」をつけたら「ウグイス」になるから）

編
集
後
記

無
事
に
今
号
も
発
行
で
き
ま

し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

西
谷
篤
彦
さ
ん
の
コ
ラ
ム
で

は
「
校
歌
」
に
触
れ
て
お
り
ま

し
た
。
僕
の
母
校
は
小
中
共
に

な
く
な
り
、
幼
稚
園
も
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
2
月
に
筑
波
大
学
大
学

院
人
文
社
会
科
学
研
究
群
公

開
講
座
「
文
学
資
源
と
し
て
の

筑
波
山
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
高
校
校
歌
の
中
に
あ

る
「
筑
波
山
」
に
つ
い
て
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
校
歌
と
い
う

身
近
な
文
学
が
こ
う
し
て
失
わ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
残
念

で
す
。

(

菊
地
章
雄)



（
表
紙
イ
ラ
ス
ト
）
夏
野
か
な
せ
み
・
（
表
紙
の
文
章
）
瀬
川
正
明
・
（
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
）
菊
地
章
雄

今
回
紹
介
す
る
の
は
岩
手
県
の
「
賢
治

清
水
」
で
す
。
賢
治
っ
て
あ
の
宮
沢
賢
治
？

と
思
い
浮
か
べ
た
方
は
大
正
解
！
こ
ち
ら

の
湧
水
は
、
賢
治
が
盛
岡
高
等
農
林
学
校

（
現
在
の
岩
手
大
学
農
学
部
）
在
学
中
、

玉
井
家
に
下
宿
し
て
い
た
際
使
っ
て
い
た

共
同
井
戸
の
水
脈
か
ら
湧
い
て
い
ま
す
。

賢
治
が
実
際
に
使
っ
た
井
戸
も
近
く
に
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。
盛
岡
駅
の
近
く
で
賢

治
が
井
戸
を
使
っ
て
い
た
り
、
生
活
し
て
い

た
り
し
た
と
思
う
と
、
な
ん
だ
か
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
で
す
ね
。
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が

ら
生
き
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
賢
治
清

水
に
限
ら
ず
、
盛
岡
駅
周
辺
は
歩
い
て
散

策
し
て
い
る
だ
け
で
知
的
好
奇
心
が
く
す

ぐ
ら
れ
る
歴
史
的
な
町
で
す
。

水
景
湧
水
地
研
究
所

Vol.14

エ
リ
ア
：
岩
手
県

盛
岡
市

湧
水
地
：
賢
治
清
水

ア
ク
セ
ス
：
盛
岡
駅
か
ら
徒
歩
約
20

分

日本全国の美しい水にまつわるスポットをご紹介

～

賢

治

清

水

～

ここがイチオシ
湧水の近くには賢治自筆の「ちゃんがちゃがうま
こ」という詩の石碑もあります。「チャグチャグ馬
コ」とは色とりどりの衣装をまとった60頭近くの
農用馬が、チャグチャグと鈴を鳴らせながら行進
する盛岡の初夏の伝統行事です。

Writer 菊地早秋

け

ん

じ

し

み

ず

連載第1回 野草キッチン
〜野草を食べる意味とは？

日
本
に
は
春
夏
秋
冬
、
食
べ
ら

れ
る
野
草
が
生
え
て
き
ま
す
。
こ

れ
は
世
界
中
の
人
が
羨
む
環
境

な
の
で
す
。
昔
か
ら
日
本
に
は

「
旅
先
の
も
の
を
食
べ
る
と
病
気

し
な
い
」
と
い
う
諺
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
滞
在
し
て
い
る
土
地
と

同
じ
空
気
と
水
で
育
っ
て
い
る
作

物
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
「
食
べ

物
に
よ
っ
て
、
土
地
と
体
が
折
り

合
っ
て
く
る
」
と
い
う
意
味
な
の

で
す
。
気
候
や
環
境
が
変
化
し

た
時
に
、
体
も
同
じ
よ
う
に
変
化

す
る
こ
と
を
迫
ら
れ
ま
す
。
元
来

食
べ
物
と
は
、
そ
の
土
地
に
生
え

て
い
る
も
の
を
食
べ
る
こ
と
で
、

体
を
変
化
さ
せ
て
い
く
役
割
を

担
っ
て
い
る
の
で
す
。
現
代
の
よ

う
に
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
土
地

と
関
係
の
な
い
食
べ
物
ば
か
り
食

べ
て
い
る
と
、
一
見
健
康
に
見
え

て
も
、
環
境
と
は
関
係
の
な
い
体

が
出
来
上
が
り
ま
す
。
そ
う
す
る

と
、環
境
と
体
の
差
異
を
埋
め
る

目
的
で
、
様
々
な
病
気
が
や
っ
て

き
ま
す
。本
来
病
気
そ
の
も
の
も
、

体
を
環
境
に
適
応
さ
せ
る
為
に
、

体
を
変
化
さ
せ
よ
う
と
や
っ
て

く
る
か
ら
で
す
。
普
段
か
ら
足
元

に
生
え
て
い
る
も
の
を
体
に
入

れ
て
、
環
境
に
合
わ
せ
て
体
を
変

化
さ
せ
て
い
る
人
は
、
環
境
と
体

が
折
り
合
っ
て
い
る
の
で
、
病
気

に
な
る
こ
と
が
少
な
く
な
る
の

で
し
ょ
う
。
昔
の
人
は
、
そ
う
し

た
こ
と
を
分
か
っ
て
、
こ
の
諺
を

残
し
た
ん
だ
な
と
納
得
す
る
毎

日
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、野
草
で
な
く
て
も
、

地
域
の
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
で
、

同
じ
よ
う
に
環
境
に
適
応
す
る

体
を
作
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
野
菜
は
野
草
を
窒
素
で

薄
め
た
よ
う
な
も
の
な
の
で
、
体

の
変
化
は
ほ
ん
の
少
し
で
す
。
野

草
は
体
を
変
化
さ
せ
る
度
合
い

が
大
き
い
で
す
。
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イ
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山 田 証

山 菜
ソ ム リ

エ

野
菜
は
一
日
３
６
０

グ
ラ
ム
摂
る
こ
と
を

勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

野
草
を
摂
る
量
は
ほ

ん
の
少
し
ず
つ
に
し
ま

す
。
普
段
使
っ
て
い
る

野
菜
と
合
わ
せ
て
、
少

し
野
草
も
加
え
て
み

る
の
が
、
良
い
で
し
ょ

う
。野

草
を
見
分
け
方
、

使
い
方
、
ま
た
放
射
線

や
農
薬
、除
草
剤
な
ど

と
の
関
係
も
含
め
て
、

野
草
の
こ
と
を
レ
ク

チ
ャ
ー
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
と
ま
た
ご
一

緒
で
き
る
と
良
い
で

す
ね
。

日
本
全
国
の
野
草
を
食
べ
な
が

ら
旅
を
す
る
、山
菜
ソ
ム
リ
エ
の
山
田
証
で

す
。
霞
ヶ
浦
ア
カ
デ
ミ
ー
の
皆
さ
ん
と
も
、

野
草
や
ド
ン
グ
リ
と
言
っ
た
、
自
然
の
食
べ

物
に
触
れ
合
う
イ
ベ
ン
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
食
べ
物
が
、
流
通
経
路
で

や
っ
て
く
る
現
代
。
食
料
難
、
防
災
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
の
時
代
で
は
特
に
、
身
の

回
り
の
自
然
の
も
の
の
活
用
が
大
切
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
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